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沢辺税理士事務所通信 

※※※※     意外と知らない「印紙」について     ※※※※ 

 領収書や契約書に貼る「印紙」ですが、「なんでこんなものを貼らないといけないの？」と思われ

ている方も多いのではないでしょうか？（私も今だにそう思っています(^_^;)）今回は印紙について

取り上げてみたいと思います。 

 

 まず印紙の意味ですが、これはもうズバリ「税金」です。一定の契約書や領収書を「紙で」作成し

たら、その作成に対して税金がかかります。だからその契約書等に印紙を貼っておかないと「納税漏

れだよ」となり、貼っていないことが発覚すると後で３倍の印紙税を徴収される（割印の押印漏れは

１．１倍）ことになります。 

 逆に言うと印紙には税金の意味しかありませんので、印紙を貼っていないからと言って契約書の

効力には一切影響ありません。また印紙に半分印影がかかるように押す「割印」も、印紙を使いまわ

さないようにする、ということ以外の意味はありません。 

 

なお先ほど「紙で」とわざわざ書きましたが、じゃあ契約書を電子文書で作ったらどうなるの？と

いう質問には、「紙でないので印紙はいりません」という答えになります。これは印紙税法に「印紙

を貼るのは書面の文書のみですよ」と書かれているからです。そのため、電子証明書を活用した電

子書面の開発が徐々に進んでいます（それほど広がっていない気はしますが・・）。 

 

 

 またよく聞かれる質問の中で、「領収書に印紙を貼るのは５万円以上（平成 26年 3月 31 日まで

は 3万円以上）ということだけど、この５万円は消費税込みですか？抜きですか？」というのがあり

ます。答えは、領収書に書く金額が税込金額のみなら税込で判定、消費税を別記するなら税抜で判

定となります。別記とは、例えば 51,840 円（消費税 3,840 円含む）のような書き方です。 

 

 漏れやすい印紙として、「継続的取引の基本となる契約書」があります。大きく「業務提携してい

きましょう」という内容の書面が多く、具体的な請負金額等が明記されないものがほとんどなので

印紙を貼らなくてよさそうだと勘違いしがちですが、4,000 円の印紙が必要です。意外と高額で

す！ 

 

また先の西日本豪雨により被害を受けた方が作成する印紙税については、一定の非課税措置が

設けられました。すでに貼ってしまった場合でも税金の還付を受けられます。おおまかな条件は下記

の通りですが、詳細は国税庁ＨＰを見られるか、弊社各担当者にお問い合せください。 

 ①不動産の譲渡または建設工事の請負に関する契約書であること 

 ②り災証明等を受けた被災者が作成する契約書であること 

 ③災害により損壊した建物の譲渡等や、代替建物の取得等にかかる契約書であること 


